
経常収益
970億円

国立大学法人は、毎年度財務諸表を作成して、財務状況や運営状況を明らかにし、文部科学大臣に提出し承認を受けて
います。主な財務諸表の概要は以下のとおりです。

　　　　　　決算日（３月31日）における大学の資産等の保有状況

　　　一事業年度（４月１日から翌３月31日）における大学の運営状況

平成30年度は、資金運用による定期預金の預入等により、資産が31億円増加しました。

流動資産
251億円

流動資産
313億円

純資産
2,082億円

純資産
2,057億円

固定資産
2,581億円

固定資産
2,550億円

負債
750億円

負債
807億円

借入金
資産見返負債等

土地・建物
機械等

現預金
有価証券等

資本金
資本剰余金
利益剰余金

前年度 平成30年度

当期総利益
16億円 臨時利益等

１億円

臨時損失
３億円

経常費用
951億円

利益の処分に関する書類

平成30年度の当期総利益は16億円となります。
しかし…

※各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。
※詳細は11ページ以降をご覧ください。

目的積立金は今後、教育研究の質の

向上及び組織運営の改善に使います。

北大の平成30事業年度決算概要

国立大学法人会計固有の処理によって
発生する現金の裏付けがない利益

文部科学大臣の承認の上、翌期の事業の
財源にできる利益

当期総利益
16億円

積立金 ４億円

目的積立金 11億円

クラーク君

貸借対照表（B/S）

損益計算書（P/L）
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